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口絵1.  東北独特の古代竪型炉たたら跡  山田町船越 「焼山遺跡」 

 

 

                                   

たのかもしれないと思いを膨らませるたたら跡でした 

10 世紀後半から 11 世紀の古代東北

の製鉄遺跡 

南の武井金沢遺跡では鞴座が据え付

けられた製鉄炉が立ち並ぶが、ここ

では鞴座がない小型の竪型炉が炭

焼き窯と隣接する独特の製鉄場。 

炭粉がいたるところに散らばり真っ

黒な床が広がる製鉄場に今まで見た

遺跡とは違うと驚きました。 

 詳細は不明なるも、大和の箱型炉

とは異なる東北で育まれた竪型炉の

系譜。 大和と戦った蝦夷たちの製

鉄場がこの三陸沿岸にあったのかも

しれない。  

また この三陸の古代製鉄技術が後

の釜石溶鉱炉操業・また南部鉄のル

ーツにつながっていっ 

中西睦夫
スタンプ



 口絵 2. 世界産業遺産登録 を目指す近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石」 橋野・大橋   

  

遠野から北上山地を東へ釜石線Ωループで仙人峠を越えた山中 「陸中大橋」は日本近代製鉄発祥の地 

  

日本で初めて洋式高炉操業≪釜石大橋鉄鉱山≫ そして今も３基の日本最古の洋式高炉が残る橋野鉄鉱山  

 

 

           仙人峠の西北 橋野 北上山中に残る現存最古の洋式高炉跡    

 



口絵3. 「鈩」と書いて「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落」 

 
10月 10日朝  NHK BS「日野正平 日本縦断こころ旅」がついていて、耳に「たたら」の言葉が入ってきて、 

思わず画面に目をやると、鳥取県大山山麓の峠道のとあるバス停が映っていて、そこに「鈑戸」と書かれ、 

「鈑」を「たたら」と読むんだと。 これは知らず、そのままTVの画面にくぎ付けで・・・・・ 

この伯耆大山山麓は鬼伝説が残る古代からの製鉄地帯 この「鈑戸」もたたらの郷に違いないと 

 

     

   大山口から南へ大山・溝口へ向かう県道36号線「鈑戸・たたらど」バス停付近 「鈑戸」の案内標識 

                             Google earth ストリート ビューより 

 

 


